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Serial Dilutions of Antibody
— Control Antigan = 10{ng —— Antigen= l0ng

— Antiger= 3ng — Antigen= 100ng

CCRL2 ¥IA mAb () & xHT+47 a> bA—I R &FEAL T~ Jurkat BEO 7 O—
HA N4 KU —5H,

Courts

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: CCRL2マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM82713
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はケモカイン受容体様タンパク質をコードしており、7回膜貫通型タンパク質であると予測され、CCR1に最も近縁です。ケモカインとその受容体を介したシグナル伝達は、炎症部位へのエフェクター免疫細胞のリクルートメントに不可欠です。この遺伝子は、初代培養好中球および初代培養単球で高発現しており、好中球の活性化時および単球からマクロファージへの分化過程においてさらに発現が上昇します。この遺伝子の機能は不明です。この遺伝子は、ケモカイン受容体遺伝子クラスターが位置する領域にマッピングされています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CCRL2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

